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本号では「建設施工における標準
化」を特集しています。本テーマを
考えると大変裾野の広い分野である
ことに気がつきます。建設機械，安
全管理，施工管理，情報化施工，品
質管理，環境対策，電子データによ
る情報化など幅広い分野に亘ってい
ます。日本建設機械化協会において
も建設機械分野における団体規格と
しての JCMAS の制定や JIS，ISO
策定に係わる国内・国際標準化活動
に多くの貢献をしてきています。

最近良く耳にする標準化として，
「建設情報の標準化」があります。
これは CALS/EC の推進を大きな
柱として，電子納品要領や CADの
交換フォーマットである SXF 仕様
の策定などが代表的なものです。
この「建設情報の標準化」は，建

設から製造，流通，保守に至る製品
等のライフサイクル全般にわたっ
て，各ステージでの標準化技術の検
討から，ライフサイクル各ステージ

間を流れる建設情報を標準化してい
く検討がなされており，順次活用さ
れてきています。
また，技術基準類も仕様規定から

性能規定へ移行して，従来は仕様書
どおりの規定さえ満たしていれば良
かった施工管理，品質管理が，使用
性や耐久性，安全性，景観などの性
能を保証する体系になり，さらに維
持管理をも含めた，ライフサイクル
全般を考慮したものであることが要
求されており，建設情報の標準化の
役割は重要なものとなってきていま
す。

今月号の特集はこれらのテーマを
考慮して地理情報活用や建設情報標
準化，安全における標準化，品質管
理に関する標準化，建設施工に関す
る標準化などを取り上げました。各
分野の専門家による最新情報を掲載
することができました。皆様の情報
収集の一助になれば幸いです。

最後になりましたが，ご多忙の中，
執筆いただきました皆様方に深く御
礼申し上げます。

（小沼・吉越）
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1 月号「建設機械特集」予告
・省エネルギー対策の現状と今後の方向性
・月面開発と建設機械
・「ファンタジー営業部」民間国際ロボット救助隊検討における夢の建機
・写真でたどる建設機械 200 年
・ハイブリッド油圧ショベル
・建設機械のハイブリッド化とハイブリッドショベル
・7 t 級ハイブリッドショベルの開発
・バッテリハイブリッドフォークリフト
・CATブルドーザ，ホイールローダの省エネ技術
・移動式クレーンの環境対応
・高所作業車の省エネ機能
・振動ローラのポリゴンドラムおよびエコモード
・小規模現場対応小型フォームドアスファルトプラントの開発
・建設機械省燃費運転の普及活動
・クアトロサイドカッター（CSM工法）による地下連続壁の施工
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